(様式第３号)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


令和４年度 福祉のまちづくり運動推進地区助成金
事業計画書

下記のとおり助成金の交付を受けたいので、関係書類を添えて申請します。

地区名　　　　　　　　　　　　    　自 治 区 長 　   　　　 　　　　　　　㊞
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 福 祉 委 員 　　　　　　　　　　　 ㊞
令和4年　　月　　日

　　　　助成金交付申請額　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲（ここは、裏面の『合計』の額と同一となります）

１．福祉委員会の組織表
	地区での
役職など
	お名前
	福祉委員会での役割
	地区での
役職など
	お名前
	福祉委員会での役割

	例）自治会長
	○○　○○
	委員長
	例)協力員
	○△　□○
	

	例) 福祉委員
	□○　◇△
	副委員長
	例) ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
	◎□　△□
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	※ 上記構成メンバー及び備考欄の
　　　福祉委員会での役割は一例です。


２．年間活動・事業計画書
　『福祉委員会事業及び世帯数助成』　助成金交付基準表
	項目
	対象事業項目（該当するチェック欄に☑を入れてください）
	交付基準額

	　　　　　　福祉委員会主催（共催）の地区住民対象事業
　福祉委員会の設置・運営
	ア）福祉委員会について

□ 設置していない。
□ 地区社会教育推進協議会等の下部組織として設置している。
□ 自治会や社会教育と委員を兼ねた共通組織としている。
□ 福祉委員会単独で設置している。
□ 福祉委員会の設置要綱や会則を定めている。
	設置に対し
5,000円

①〔　　　〕円

	
	イ）福祉委員会の役員会や委員会について

□ 開催している。
⇒ 年間の開催回数は　　　　回、又は資料配布を予定している。

□ 開催できていない。
	開催に対し
3,000円

②〔　　　〕円

	
	ウ）今年度の地区住民を対象とした活動について

□ 福祉課題等について話し合う住民懇談会を実施予定である。

□ 地区における住民アンケートや福祉調査を実施予定である。

□ 福祉だよりや福祉広報を発行・配布(又は回覧)予定である。

□ 見守り・支えあいマップなどの福祉マップを作成(更新)予定である。

□ 広報・チラシなどを活用し、ボランティアを募集予定である。

□ 福祉委員、ボランティアや一般住民を対象に研修活動を実施予定である。

□ 福祉バザーや地域での募金活動などを実施し、活動資金として活用する予定である。

□ 福祉体験講習等を実施予定である。

□ 福祉委員会主催の区民懇親会・ボランティア活動を実施予定である。

□ コミュニティカフェや公民館（集落センター）の開放日等を実施予定である。

□　支援の必要な世帯等の把握や要配慮者リストの整備や更新をする予定である。

□　健康や介護予防に関する講座を実施予定である。

□　趣味や同好会活動を中心とする講座・教室を実施予定である。

□  その他（小地域福祉活動に類する活動やウイルス感染防止を考慮した
取組など）実施予定である。
⇒その他の場合、具体的な活動予定内容をご記入ください。



	上限額
10,000円

1項目
実施につき
2,000円
(回数は
問いません)

③〔　　　〕円

	加入加算
社協会員
	前年度に、社協会員としてご納入頂いた社協一般会費の1割分を加算して交付します。(100円未満切捨て)　　　　　　
	地　　区
	加算交付額

	
	
	　円ご納入
	④
	円

	
	　前年度の社協会員世帯のご加入率が80％以上の場合、さらに3,000円を加算します。
	　％加入
	⑤
	円

	合　計
	① ＋ ② ＋ ③　 ＋　④ ＋ ⑤
（最高額18,000円）＋（社協会員加入加算額）
	 円


＊各福祉委員会（自治会(区)）における本年度の事業計画書類などがございましたら、その写しの添付も併せてお願いいたします。



　留意事項（ご確認をお願いします）　
＊ 福祉委員会が主催または共催しておられない事業は、上記の助成対象とはなりませんので、ご注意ください。
＊ 歳末たすけあい運動配分、小地域ふれあい事業（12月）を申請して実施される予定の事業については、配分金の重複助成はできませんので、その分は計上されませんようご注意ください。


